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研究テーマ（発表タイトル） 

ローコスト・キャリア航空会社の研究と観光業界における潜在的発展の可能性 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

格安航空会社、いわゆるローコスト・キャリア（以下ＬＣＣ）は近年航空業界に台頭し、勢力を伸ばしている。歴史こそ浅いが、

強敵である業界既存の、国を代表する大手航空会社、わが国でいうところの全日本空輸や日本航空、いわゆるフルサービス・キ

ャリア（以下ＦＳＣ）に対して、徹底したコストカット戦略によって従来のＦＳＣでは考えられない航空券の低価格を実現し競

合している。このようなＬＣＣ航空会社は最初こそ知名度は低かったが、今ではＣＭ等の広告を見る機会も多くなり、今までに

ＬＣＣを利用した経験のあるひとも多くいるだろう。私たちは今回の調査で航空業界のなかでもこのＬＣＣに着目した。なぜなら、

ＬＣＣの主戦略はサービスやコストになりうるものを極力カットし、料金を抑え価格を下げるコストダウン戦略だが、日本人はそのカ

ットされてしまった‘‘サービス‘‘を、商品価値を評価する際に重視する傾向にある。その日本人の嗜好にＬＣＣは受け入れられるの

か、主に価格が安いというセールスポイントでこれからもずっと歴史あるＦＳＣと競合していけるのかが単純に気になったからだ。そし

てこのマーケティング手法によっては大きな潜在的なのび代があるＬＣＣをなにかほかの業界に結び付けて相乗効果を生み出す

ような提案ができないだろうかと考えた。航空業界およびＬＣＣの研究、そこからＬＣＣの経営戦略と日本国内における未来予

測をしたうえで、ＬＣＣ企業の今後の発展のためにとるべき戦略を提案する。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在日本の航空業界には、全日本空輸（以下ＡＮＡ）、日本航空（以下ＪＡＬ）のふたつのＦＳＣ２社と、５社のＬ

ＣＣ企業、ピーチ・アビエーション、バニラ・エア、ジェットスター・ジャパン、エアアジア・ジャパン、春秋航空・ジャパンがある。今までの

航空業界は航空規制、国際関係等により、既存の国営もしくは大手の民間ＦＳＣ企業以外の新規参入が難しく支配的であ

った。ＬＣＣが初めて航空業界に台頭したのは規制緩和による航空自由化が始まった 1970 年代の米国である。そこから世界

中に米国がＬＣＣの経営戦略を広げていったのだ。規制緩和が進むにつれ航空業界の自由度もあがり、新しくＬＣＣとして航

空会社を設立することが今までと比べ容易になった。70 年代以降ＬＣＣ企業は世界中で増え続け、航空業界に ‘‘価格競争

‘‘という新風を送り込み今や業界の形をも変えてきている。このＬＣＣの台頭により国内線、国際線関わらず今までと比べ破格の

値段で航空券を手にすることが可能になり、若者も比較的気軽に遠方に旅行をすることができるようになった。そしてＬＣＣの営



業成績だが、2011 年に設立されたＡＮＡの子会社であるピーチ・アビエーションの場合、2015 年の有償旅客の平均搭乗率

は 85.9％である。ちなみに、親会社の ANA の 2014 年度の平均搭乗率は、国内線が 64.1％、国際線が 72.0%なのでピ

ーチ・アビエーションの搭乗率の高さがわかる。バニラ・エアは、ANA ホールディングス 100%出資の LCC で、もともとはエアアジア・

ジャパンとして出発したが、2013 年にエアアジアとの合弁を解消、ANA の完全子会社となった会社である。このバニラ・エア、設

立以来赤字が続き、第 4 期となった 2014 年 3 月期決算では、123 億円の売上高に対し、営業損失が 37 億円、純損失は

40 億円に達した。しかし、第 5 期となった今期は好調に転じており、現在の搭乗率は 80％レベルだ。このように経営数値的に

ＬＣＣの成績を見るとなかなかの右肩上がりに見える。そこで私たちが気になったのはこれからの動向である。このまま勢力を伸ば

し続け、成長を続けてＦＳＣの脅威となっていくのか。私たちのチームは調査の結果、ＬＣＣ企業は既存ＦＳＣの脅威になりえ

ない、と仮定した。そこで研究テーマの課題につなげていく。 

３．研究テーマの課題 

私たちはＬＣＣが独り勝ちしていく未来はないと仮定した。理由として、ＬＣＣは価格が安い、が一番の戦略で宣伝文句だが、

日本人のブランドやサービスそのものにこだわる傾向には広く受け入れられないのではと考えた。実際現時点でＬＣC は格安という

こともあり若者の利用者層が多い。そしてマイレージ制度や長年培ったブランド力、技術があるＦＳＣにはどうしても劣るのではな

いだろうか。この課題がある場合、ＬＣＣが今後独自の価格戦略を保ちつつ、ＦＳＣ相手に戦っていけるような戦略を考えなけ

ればならない。ＬＣＣが発展することで日本の航空業界自体が活性化し、価格競争も起こり航空券がより買いやすい環境にな

り、またそれにより日本国内の旅行者数の母数も増え、消費行動も増えることで航空会社と消費者がウィン・ウィンになる相乗効

果が見込めるのではと考えたからである。さらには観光による地域活性にも一役買えるかもしれない。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

私たちはＬＣＣが今後も続けて成長していくためには安全性、定時制、価格の安さといったＬＣＣの良いところがさらに広く知ら

れるようにプロモーションをし、現在利用者数が多い若年層以外の年齢層にも幅広く使ってもらうようにしていくべきだ。またこのよう

なＬＣＣが実際のところＡＮＡやＪＡＬの子会社であることもブランド力でいうと良い点として扱えるだろう。また観光業との結び

つきを強くすれば、より宣伝効果もあがる。2020 年、実に 56 年ぶりの東京オリンピックは絶好のアピールするチャンスだ。オリンピッ

ク開催国には世界中から観戦客が訪れる。そこで外国人旅行客に日本国内の旅行を勧めるのだ。新幹線など陸の交通手段も

あるが、空路を使ってしまえば価格も抑えられるかもしれないし、時短にもなる。県や市が行っている地方のキャンペーンと（例えば

九州が今行っている九州ふっこう割り等。）ＬＣＣがコラボをすればさらに効果は期待できるだろう。ＨＰに英語でのページを整

備するなどやらねばならないことはあるが、空路利用によって旅行者の行ける距離も広がり、観光地での消費活動もその地域のた

めになる。であるから私たちは日本国内の空路での旅行に外国人旅行客をとりこむ戦略を提案する。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

研究は、大学のゼミの時間の週３時間を使って行い、主に論文を精読し自分たちの研究につなげられそうなヒントはないか模索。

論文は和文・洋文に関係なく読み、多数文献も読了した。ゼミ合宿へ行く際、もしくはチーム内個人が海外へ渡航する際に積極

的にＬＣＣを利用し、今まで格安航空の搭乗経験が無いメンバーも自ら格安航空を体験、今までの自分の他社航空会社の

機体に搭乗した経験と比較検討した。 

６．結果や今後の取り組み 

今回の研究を通して、日本航空業界におけるＦＳＣとＬＣＣの関係性や企業の戦略を学ぶことができたのはもちろん、航空規

制緩和などの業界の歴史の変遷を理解でき、国同士の歴史やその業界のバックグラウンドが実に興味深かった。今後は航空業

界だけでなく、観光業の研究を深め、新しいビジネスモデルを深めていきたい。オリンピックが日本の首都東京で開催されることは滅

多にないことなので、このビックチャンスをさらに研究に絡められると面白いと思う。 
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インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となります。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項」に記入してください。なお、参加申込書提出時か

らのチーム名変更は「不可」とさせていただきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経 BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

http://tabiris.com/archives/vanilla-5/

